
セゾンテクノロジー、Amazon Bedrock を活用して高精度かつ
ハルシネーションがない HULFT Square のアシスタント機能を
開発。80％ のユーザー満足度と 24％ の業務効率向上を実現

株式会社セゾンテクノロジー

ビジネスの課題：『HULFT Square』のユー
ザー向け AI アシスタントの開発

セゾンテクノロジーは 2023 年、オンプレ
ミス、クラウド、SaaS などの環境に分散され
ているデータを、業務、業種、国・地域をまた
いで安全・安心に連携できるクラウド型デー
タ連携プラットフォーム（iPaaS）『HULFT 
Square』をリリースしました。インフラ基
盤には AWS を採用し、サーバーレス/マネー
ジドサービスでアーキテクチャを構成して
います。「アジャイル開発や DX 推進に向け
て、クラウド上で業務基盤を整備したいお
客様のニーズに応えて、クラウドネイティ
ブなプラットフォームを開発しました」と語
るのは執行役員で CTO の有馬三郎氏です。
HULFT および HULFT Square のサービス
を拡充するべく、生成 AI にいち早く着目
した同社は、2023 年 5 月に大規模言語モ
デル（LLM）を研究する社内横断組織『LLM 
Mavericks』を設立し、20 数名の社員で活
動を開始しました。
「生成 AI は高い可能性を秘めている一方、
金融機関や公共機関での利用実績が多い 
HULFT を提供する当社としては慎重に取り
組む必要があります。そこでまずは自分た
ちで試してみる組織として LLM Mavericks 
を立ち上げました」（有馬氏）
LLM Mavericks では、Web チャットボッ
トや種々の生成 AI アプリを開発しながら、
社内利用を推進してきました。こうした中、
2024 年 5 月より新たに取り組んだテー

マが、テクニカルサポート担当者向けの回
答支援です。HULFT 製品のテクニカルサ
ポートセンターでは、歴史の長い製品のサ
ポートにあたり、過去分を含め数万ページ
ものマニュアルや FAQ、過去の問い合わせ
履歴から必要な情報を検索して回答を作成
しています。しかし、経験の浅い若手のサ
ポートエンジニアは回答作成に心理的負担
を感じることから、検索を効率化するため
の支援を求められたのがきっかけでした。
一方、技術的な課題として検索精度の向上
がありました。そこで精度が高いモデルを
複数選べる Amazon Bedrock を採用し、
Anthoropic と Cohere を組み合わせた
り、試行錯誤を重ねたりしながら開発しま
した。開発を担当したエンジニアである DI 
本部 データインテグレーション統括部の
石原直樹氏は「RAG の手法として検討した 
“Amazon Bedrock Knowledge Bases”、
“Amazon Kendra + Amazon Bedrock”、
“Amazon Bedrock と OSS を組み合わせ
て実現した Advanced RAG”の 3 つに対
して、HULFT 製品の認定試験を数 100 問
解かせて精度を検証し、正答率が最も高かっ
た Advanced RAG による手法を採用し
ました」と語ります。
この仕組みにより、サポートエンジニア
の回答作成時間を最大 30％ 短縮しまし
た。その後、AWS が公開している AI/ML 
を活用するためのワークショップ  ML 
Enablement Workshop（MLEW）の活用
を決め、メンバー数名が受講。これを機にプ

概要：21 年連続で市場シェア No.１※のファイル転送ツール『HULFT（ハルフト）』の
開発・販売を手がける株式会社セゾンテクノロジー。同社は次世代クラウド型データ
連携プラットフォーム『HULFT Square』の使い方をアシストするチャットボット機能
を、アマゾン ウェブ サービス（AWS）の Amazon Bedrock を用いて開発しました。
高精度かつハルシネーションの発生を抑制した AI チャットボットは、革新的プラット
フォームサービスとして高い注目を集め、同社のビジネスや技術の今後についても大
きなインパクトを与えています。

ロダクトへの組み込みを決断し、2024 年 
7 月より HULFT Square の活用方法を
ユーザーがセルフで解決できる『HULFT 
Square AI アシスタント（以下、AI アシス
タント）』の開発に着手しました。サービス
企画を担当した営業本部 事業企画統括部 
プロダクト企画部  部長の菊石謙介氏は
「MLEW に参加したことで安全に生成 AI 
を活用するための注意点や技術課題への理
解が深まり、プロダクト開発の一歩を踏み
出すことができました」と語ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：ハルシネーションの抑制に向
けて Amazon Bedrock による制御メカニ
ズムを導入

AI アシスタントの開発は、社内のサポー
トエンジニア向けに提供した RAG シス
テムをベースとしました。開発期間の短縮
を重視して、AWS の公式ユースケース集 
Generative AI Use Cases JP（GenU）を
活用。GenU をカスタマイズして、RAG シ
ステムと連携することで機能追加を実現し
ました。
プロダクトとして提供するうえで、開発
チームが重視したのはユーザー体験の向上
です。そこで社内検証時には、複数のモデル
が選べる Amazon Bedrock の利点を活か
してモデル比較を実施しました。質問に対し
て 3 つのモデル（Cohere Command R+、
Claude 3 Opus、Claude 3.5 Sonnet）の
回答を提示し、結果に対する満足度を評価
しました。
「検索結果の回答だけでなく最終的な解決
策までアドバイスする Claude 3.5 Sonnet 
の品質が最も高いと評価しました」（石原氏）
AI アシスタントによりユーザーが HULFT 
Square を利用する際の敷居を下げる一方、
誤って回答するハルシネーションを押さえ
る必要がありました。
「そこで、法務部門からのアドバイスをふま
えて、回答制御メカニズムを複数検討し、
Amazon Bedrock Tool Use による入出力
チェックの仕組みを導入しました」（石原氏）

導入効果：社内検証で 80％ の社員が満足
し、業務効率を平均 24％ 向上

AI アシスタントは約 2 か月で開発を終えま
した。現在は社内の全部門に解放し、約 700 
名が自由に利用することができます。検証
時に社内の約 300 名に実施したアンケー
トでは、80％ が「役立つ」「非常に役に立つ」
と回答を寄せ、業務効率は平均で 24％向上
したという結果を得ています。
HULFT Square のプリセールスを担当す
る営業本部 事業企画統括部 プロダクト
セールスエンジニアリング部の濱口颯氏は
「HULFT Square をお客様に検証してい
ただく際、私たちに寄せられる質問に対し
て、回答時間が短縮できれば、QA 対応の工
数が削減できます。将来的にお客様自身で
解決できるようになることも期待していま
す」と語ります。HULFT Square のシステ
ムインテグレーションを中心としたプリ
セールスを担当する営業本部 DI セールス
エンジニアリング部の山本進之介氏も「私
たちが伴走支援して HULFT Square を導
入していただいた後、お客様自身で開発・
運用を進めていくうえで、内製化が思うよ
うに進まないという課題がときには見受け
られます。こうした課題も AI アシスタン
トで解決できれば、お客様の内製化のハー
ドルが下がることが期待できます」と語り
ます。
エンドユーザーに対しては数社の取引先に
提供してフィードバックを収集している段
階です。将来的には、単体の Web アプリケー
ションとしてではなく、HULFT Square 
本体に機能を組み込むことでより利便性の
高めることを目指しています。
「今後はユーザーの質問に回答するチャッ
ト形式だけでなく、開発者を AI がアシス
トする形での提供や UI の改善も検討して
います。ワークフロー実装の自動化や、お
客様向け HULFT アプリの実装支援も構
想しているので、AWS には引き続き情報
の提供と技術支援に期待しています」（有
馬氏）

導入効果
● 30％：サポートエンジニアの回答作成
時間の短縮

● 80％：AI アシスタントの社内検証で「役
立つ」と回答を寄せたユーザー比率

● 24％：AI アシスタントによる業務効率
の向上

● 2 か月：GenU を活用した開発期間の
短縮

ご利用中の主なサービス
● Amazon Bedrock
● AWS Lambda
● Amazon Elastic Container Registry
（Amazon ECR）

企業名：株式会社セゾンテクノロジー
業種：IT サービス
国名：日本
従業員数：757 名（2024 年 3 月末現
在 連結）
ウェブサイト：https://www.saison-
technology.com/
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※ 出典：株式会社富士キメラ総研「2004-
2010 パッケージソリューション・マー
ケティング便覧」「ソフトウェアビジネス
新市場 2011-2024 年版」 ＜ファイル
転送ツール パッケージ・金額ベース＞
2003 年度実績～2023 年度実績
（2022 年度までセゾン情報システム
ズ実績）
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「HULFT Square の活用方法をセルフで解決できる AI アシスタント機能に
ついて安全性を最優先に確保しながら機能を拡張し、すべてのお客様に価値
を提供していきます」

有馬 三郎 氏
株式会社セゾンテクノロジー　執行役員　CTO
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企業概要
株式会社セゾンテクノロジー
ファイル転送ツール『HULFT』は、1993 
年の販売開始以来、金融業、製造業、サー
ビス業、公共団体などが幅広く採用。導
入実績は 11,725 社にのぼり（2024 
年  4 月時点）、21 年連続市場シェア 
No.１※を獲得している。現在、「世界中の
データをつなぎ、誰もがデータを活用で
きる社会を作る」をミッションに、『HULFT 
Square』など先進事業の拡大や、未来を
切り拓くテクノロジーの実装に向けた取
り組みを強化している。


